
  

  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

     期末配当予想につきましては、引き続き未定とさせていただきます。 
  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

   

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年７月28日

上場会社名 株式会社アトム 上場取引所 東・名 

コード番号 7412 ＵＲＬ http://www.atom-corp.co.jp/ 

代表者     （役職名） 代表取締役社長 （氏名）植田 剛史 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名）太田 一義 （ＴＥＬ）（052）249－5225 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月12日 配当支払開始予定日   ―  

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  9,554  △7.5  211  △34.5  209  △32.9  △695 ― 

22年３月期第１四半期  10,326 ―  322 ―  312 ―  △126 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △4  27     ―   ― 

22年３月期第１四半期  △0  89 ―   ― 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  30,011  10,714  35.7  33  89

22年３月期  30,157  11,398  37.8  37  59

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 10,714百万円 22年３月期 11,398百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―  0 00 ― 0 00  0  00

23年３月期 ― 

23年３月期（予想）  0 00 ― ― ―   

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  20,559  △3.8  996  △0.1  948  △1.7  52  21.4  0  07

通期  40,388  △3.0  1,982  △18.3  1,901  △19.8  677  △71.4  3  53
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４．その他 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     ― 社 （       ―）      除外     ―  社  （       ―） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

P3「2.その他の情報（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」をご参照下さい。 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開 

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の 

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ 

「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 期末配当予想につきましては、業績の動向が不透明なため、現時点では未定とさせていただき、確定次第速やかに

公表いたします。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 168,469,955株 22年３月期 168,469,955株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 466,903株 22年３月期 466,747株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 168,003,120株 22年３月期１Ｑ 166,003,745株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、新興国の成長による輸出関連企業の業績回復はみられたもの

の、国内の個人消費、企業の設備投資は依然として低水準に有り、厳しい環境の中で推移しました。 

 外食産業におきましても、個人消費の低迷、デフレ状態が続き、加えて天候不順が続いたことにより厳しい経営

環境となりました。 

 このような状況の中、当社グループは当連結会計期間において新店５店舗（「時遊館」２店舗、「いろはにほへ

と」１店舗、「ハンバーグ大魔王」１店舗、「ラパウザ」１店舗）をオープン、業態変更を２店舗(「廻転アトム

ボーイ」から「ステーキ宮」へ１店舗、「えちぜん」から「ステーキ宮」へ１店舗）、改装を３店舗（「ステーキ

宮」２店舗、「海鮮アトム」１店舗）実施するとともに、不採算店舗12店舗（直営店「濱ふうふう」２店舗、「味

のがんこ炎」１店舗、「がんこ亭」１店舗、「えちぜん」1店舗、「にぎりの徳兵衛」１店舗、「ステーキ宮」１

店舗、「暖や」１店舗、「ときわ」１店舗、「Ｍ’ｓダイニング」１店舗、「ダイスキッチン」１店舗、ＦＣ店

「時の国歓喜」１店舗）の閉鎖をしたため当第１四半期連結会計期間末の店舗数は410店舗（直営店385店舗、FC店

25店舗）となりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は95億54百万円（前年同期比７億71百

万円減）、営業利益は２億11百万円（同１億11百万円減）、経常利益は２億９百万円（同１億２百万円減）とな

り、四半期純損失は６億95百万円（同５億69百万円減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産・負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億45百万円減少し、300億11百万円

となりました。これは主に有形固定資産が増加したものの、現金及び預金の減少、敷金保証金の返還によるもので

あります。 

 負債は、前連結会計年度に比べ５億39百万円増加し、192億97百万円となりました。これは主に資産除去債務の

増加によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度に比べ６億84百万円減少し、107億14百万円となりました。これは主に利益剰余金の

減少によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は25億71百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ２億26百万円減少いたしました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は４億59百万円となりました。 

 これは主に、資産除去債務会計基準適用に伴う影響額（４億82百万円）によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は１億38百万円となりました。 

 これは主に、有形固定資産の取得による支出（２億16百万円）、敷金保証金の差入による支出（65百万円）及

び敷金保証金の返還による収入（１億36百万円）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果使用した資金は５億48百万円となりました。 

 これは主に、長期借入れによる収入（11億93百万円）、長期借入金の返済による支出（９億45百万円）及び社

債の償還による支出（６億15百万円）によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年４月28日に発表いたしました第２四半期連結累計期間

および通期の連結業績予想の数値から変更はございません。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積額の算定方法 

 当第１四半期連結累計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、一般債権の貸倒見積高につきましては、前連結会計年度末で用いた貸倒実績率を使用しておりま

す。 

 ②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。  

 ③固定資産の減価償却費の算定方法  

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定しております。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用して

おります。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ19百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は５億２百万円

減少しております。 

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は７億21百万円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,571,812 2,798,779

売掛金 329,946 419,273

たな卸資産 293,868 279,696

その他 1,153,521 1,053,972

貸倒引当金 △531 △594

流動資産合計 4,348,617 4,551,128

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 10,614,843 10,436,910

土地 4,316,507 4,316,507

その他（純額） 1,445,743 1,358,662

有形固定資産合計 16,377,094 16,112,079

無形固定資産 163,860 167,153

投資その他の資産   

敷金及び保証金 5,760,457 5,841,341

その他 3,605,228 3,735,320

貸倒引当金 △243,468 △249,848

投資その他の資産合計 9,122,217 9,326,813

固定資産合計 25,663,172 25,606,047

資産合計 30,011,789 30,157,176

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,070,401 2,015,683

1年内償還予定の社債 56,000 671,000

1年内償還予定の転換社債 500,000 500,000

短期借入金 221,500 262,790

1年内返済予定の長期借入金 3,089,880 3,094,550

未払法人税等 71,869 213,475

引当金 457,334 349,539

その他 2,445,427 2,334,782

流動負債合計 8,912,414 9,441,822

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 2,200,000 2,200,000

長期借入金 5,542,528 5,290,195

引当金 21,465 23,160

資産除去債務 666,073 －

その他 1,954,832 1,803,061

固定負債合計 10,384,898 9,316,416

負債合計 19,297,312 18,758,239
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,973,273 2,973,273

資本剰余金 6,016,614 6,016,614

利益剰余金 2,215,365 2,995,291

自己株式 △187,471 △187,437

株主資本合計 11,017,781 11,797,742

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △279,773 △344,912

繰延ヘッジ損益 △23,531 △53,892

評価・換算差額等合計 △303,304 △398,805

純資産合計 10,714,477 11,398,936

負債純資産合計 30,011,789 30,157,176
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 10,326,086 9,554,328

売上原価 3,416,470 3,143,511

売上総利益 6,909,615 6,410,816

販売費及び一般管理費 6,586,654 6,199,404

営業利益 322,960 211,412

営業外収益   

不動産賃貸収入 140,100 125,223

その他 43,149 40,754

営業外収益合計 183,250 165,978

営業外費用   

支払利息 82,421 74,067

不動産賃貸原価 103,805 88,998

その他 7,591 4,739

営業外費用合計 193,818 167,805

経常利益 312,392 209,584

特別利益   

固定資産売却益 1,000 －

債務保証損失引当金戻入額 1,695 1,695

貸倒引当金戻入額 4,867 6,442

特別利益合計 7,562 8,137

特別損失   

固定資産除却損 112,854 53,738

減損損失 154,650 82,243

店舗閉鎖損失引当金繰入額 97,932 －

賃貸借契約解約損 14,306 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 482,812

その他 24,749 166,208

特別損失合計 404,493 785,002

税金等調整前四半期純損失（△） △84,538 △567,280

法人税、住民税及び事業税 41,571 40,540

法人税等調整額 △49 88,104

法人税等合計 41,521 128,645

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △695,926

四半期純損失（△） △126,060 △695,926
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △84,538 △567,280

減価償却費 423,258 396,372

販売促進引当金の増減額（△は減少） － 114,589

支払利息 82,421 74,067

固定資産除却損 112,854 53,738

減損損失 154,650 82,243

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 482,812

売上債権の増減額（△は増加） 71,946 89,327

たな卸資産の増減額（△は増加） 52,868 △14,172

仕入債務の増減額（△は減少） △59,635 54,717

その他 △141,239 △113,366

小計 612,586 653,049

利息及び配当金の受取額 6,254 9,595

利息の支払額 △70,326 △67,757

法人税等の支払額 △169,476 △135,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 379,038 459,597

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △526,700 △216,774

敷金及び保証金の差入による支出 △83,822 △65,570

敷金及び保証金の回収による収入 239,101 136,282

その他 △18,918 7,659

投資活動によるキャッシュ・フロー △390,340 △138,401

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 560,000 52,000

短期借入金の返済による支出 △20,010 △93,290

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △37,704 △55,501

長期借入れによる収入 420,000 1,193,000

長期借入金の返済による支出 △863,495 △945,337

社債の償還による支出 － △615,000

配当金の支払額 △301,032 △84,000

その他 △195 △34

財務活動によるキャッシュ・フロー △242,437 △548,163

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △253,739 △226,967

現金及び現金同等物の期首残高 3,257,814 2,798,779

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,004,074 2,571,812
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 該当事項はありません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社グループは、主として直営店による飲食店チェーンを展開しており、当該事業区分の売上高、営業利益及

び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合が

90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社グループは、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

【海外売上高】 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、主として直営店による飲食店チェーンを展開しており、業態の類似性、営業形態の共通性等

を総合的に考慮し、「レストラン事業」、「居酒屋事業」、「その他事業」の３つを報告セグメントとしており

ます。 

 「レストラン事業」は、ステーキ宮、にぎりの徳兵衛、海鮮アトム、カルビ大将、がんこ炎、韓の食卓、えち

ぜん、濱ふうふう、Ｍ’ｓダイニング、ラパウザ、かつ時等の主に食事を提供する業態を対象としております。

 「居酒屋事業」は、寧々家、いろはにほへと、暖や、暖、北海道、甘太郎、ＮＩＪＹＵ－ＭＡＲＵ等の主に酒

類を提供する業態を対象としております。 

 「その他事業」は、時遊館、ＷＩＬＬ ＢＥ、創夢館等のカラオケ、インターネットカフェ、レンタル、リサ

イクル及び、宮のたれ製造・販売等を対象としております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 （単位：千円）

（注）セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
報告セグメント  調整額 

（注）  

四半期連結損

益計算書計上

額 レストラン 居酒屋 その他 計 

売上高              

外部顧客への売上高   6,084,030 2,526,942 943,355 9,554,328     ― 9,554,328

セグメント間の内部

売上高又は振替高  
― ― 141,375 141,375   △141,375 ― 

計  6,084,030 2,526,942 1,084,731 9,695,704  △141,375 9,554,328

セグメント利益又は

損失（△）  
 400,884 218,323 143,406 762,614  △551,202 211,412
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 重要な負ののれん発生益はありません。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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